
考え、議論する道徳科の授業づくり

呉市立広南中学校区
道徳教育推進リーダー教師 山﨑 聖子

令和5年度 第２回広島県道徳教育研究協議会 実践報告

実践報告の流れ

１ 研究主題の背景
２ 研究主題
３ 研究仮説
４ 研究の内容
５ 成果と課題、今後に向けて

１ 研究主題の背景

（１）学校概要

広南中 広南小

施設一体型小中一貫教育校「広南学園」

未来を創る

学園教育目標

目標の具現化に向けて

誇りをもって故里を語り、受け継ぎ、発展を担う
志と力を育てる教育の創造

挑戦・自律・真摯

目指す児童生徒像



１ 研究主題の背景

（２）児童、生徒の実態と課題

R5年度道徳教育推進拠点事業に係る児童生徒等の意識調査（５月）

１ 研究主題の背景

（３）主題設定の背景

考え、議論する道徳科の授業

道徳教育推進リーダー
ティームティーチング

カリキュラムマップ作成

学校・家庭・地域

２ 研究主題

「Society5.0を生きる資質・能力の育成」

～主体的に考え、議論し、

自己の生き方を考える道徳科の授業づくりを通して～

自分事として考える
→自分だったらどうするだろう。
→これまでの自分はどうだっただろうか。
→自分の生活に生かしていこう。

３ 研究仮説

自分事として主体的に考え、議論し、自己の生
き方を考える道徳科の授業を充実させることによ
って、何事にも挑戦し、自律し、課題解決に向け
て真摯に努力し続ける児童生徒を育成することが
できるであろう。



４ 研究の内容

（１）主体的に考えるための工夫

（２）考え、議論するための工夫

（３）自己を振り返るための工夫

（１）主体的に考えるための工夫

①課題提示（導入）の工夫

小学校第５学年「くずれ落ちた段ボール箱」（親切、思いやり）

事前アンケートの活用
→考えの共有
→時間の短縮化

アンケートと児童の実態の比較

現状とのずれ

（１）主体的に考えるための工夫

①課題提示（導入）の工夫

小学校第３学年「黄色いかさ」（規則の尊重）

みんなが使うものがあることで便利なはずなのに
困ることがあるのはどうしてだろう。

実際起こりそうな
葛藤場面の提示

（１）主体的に考えるための工夫

①課題提示（導入）の工夫

小学校第６学年「手品師」（正直、誠実）

決断に迷ったとき、何を大切にしたらよいのだろう。



教材の事前配付、感想の提出
→生徒の感想を用いての話合い

（１）主体的に考えるための工夫

①課題提示（導入）の工夫

中学校第３学年「二通の手紙」（遵法精神、公徳心）

きまりってどういうことか。

ロイロノートに提出された生徒の感想 意図的指名とねらいの焦点化

自分なりの善が人には悪い事とと
らえられることがある

規則を破ってしまうけど人を笑顔にできるのと、規則を守っ
て悲しい思いをさせるのとではどっちが正解なのだろう？

②教材提示の工夫

具体物を使って

（１）主体的に考えるための工夫

わかりやすい提示
→自分とのかかわりで
考えやすくする。

小学校第５学年「くずれ落ちた段ボール箱」（親切、思いやり）

役割読み
→登場人物の状況の把握

手品師 男の子

②教材提示の工夫

（１）主体的に考えるための工夫

小学校第６学年「手品師」（正直、誠実） 小学校第１学年 「二わのことり」（親切、思いやり）

黒板シアター

②教材提示の工夫

（１）主体的に考えるための工夫



（２）考え、議論するための工夫

①発問の精選
→考えたくなる問い
→考えざるを得ない問い
→新しい学びは何か
※ねらいにせまる発問

中心発問

補助発問
（深める発問）

②自分の考えを持たせる
→選択（２軸、ネームプレート）、キーワードでの整理

（２）考え、議論するための工夫

③議論する場の設定の工夫
→コの字型の机配置

（２）考え、議論するための工夫

ペア
全体グループ

（２）考え、議論するための工夫

③議論する場の設定の工夫
→対話の形式
→話し方の指導（顔を見て話す、認め合う聞き方）



めざす「考え、議論する姿」

レベルアップ

（２）考え、議論するための工夫

理由をつける
↓

比較
↓

見つめなおす
↓

考えを生かす

①振り返りの視点の活用

（３）自己を振り返るための工夫

時間の確保、振り返る視点の焦点化

学習内容とこれまでの生き方
を比較して考える児童

①振り返りの視点の活用

（３）自己を振り返るための工夫

小学校第４学年「合言葉は、話せばわかる」（相互理解、寛容）

①振り返りの視点の活用

（３）自己を振り返るための工夫

小学校第６学年「だれがリーダーに」（よりよい学校生活、集団生活の充実）

友達の意見を聞いて

自分はどう考えたか振り返る
児童



②道徳科の学びと生活（道徳的実践）の結び付け
→認め励ます評価
→実践意欲を養う。

（３）自己を振り返るための工夫 ５ 成果と課題
R5年度道徳教育推進拠点事業に係る児童生徒等の意識調査

５ 成果と課題

〇道徳科の授業を肯定的にとらえている児童
生徒が多い。

〇自分のことを振り返りながら考えたり、学
習の中で考えを深めたり、広げたりしてる
児童生徒が増えてきている。
授業で学んだことを自分の生活と生かすこ

とができていない。

今後に向けて

カリキュラムマネジメントによる取組により、
道徳科で学んだことを生活にも広げ、自己の
成長を感じられるようにする。



ご清聴ありがとうございました



令和５年度第２回広島県道徳教育研究協議会 実践報告及び協議
「道徳教育の要としての道徳科の指導の充実に向けて」第１分科会

大竹市立小方小学校 道徳教育推進リーダー 西 涼子

「主体的・対話的で深い学び」
を促す多様な指導方法の工夫

～発問の工夫の視点から～ 道徳的行為をしようとする内面の
力を育てる道徳科の授業の在り方

～道徳的価値観を形成する発問づくりを通して～

小方学園 道徳教育重点目標

研究主題

思いやりの心を育み、望ましい人間関係を築く

主な研究内容
（１）道徳的価値観を形成する発問づくり

（２）９年間での発達段階に応じた道徳的価値の理解

（１）教職員間で研究推進に向けた共通認識をもつ

（２）日々の授業改善を通した取組の工夫

（３）道徳参観日を活用した授業改善

（４）環境整備（教材の整備、掲示物）

取組内容

（１）教職員間で研究推進に向けた共通認識をもつ
①理論研修
・研究の目的や目指す子どもの姿の共有
・島恒生教授の招聘

島教授による理論研修 小中合同での研修



（１）教職員間で研究推進に向けた共通認識をもつ
②授業研究会
・指導案・発問作成シートの事前配布
・授業前に発問作成シートへ記入

発問作成シート
（個人用）

発問作成シート（協議用）

発問作成シートを活用した
グループ協議

（１）教職員間で研究推進に向けた共通認識をもつ
③道徳コーナー（教職員向け）を活用した情報発信

・研修の成果物
・発達段階一覧
・道徳通信（教職員向け）
・道徳教育に関する情報

など

教職員向け道徳コーナー

（２）日々の授業改善を通した取組の工夫（PDCAサイクル）
①授業前の協議
・空き時間や放課後の活用
・ねらい・めあて・発問の検討

②授業後の振り返り
・児童生徒の考えを深められる
発問であったか
・ねらいを達成することが
できたか

授業前協議の様子

（２）日々の授業改善を通した取組の工夫（PDCAサイクル）
③相互授業参観
・授業づくりの学び合い
・学級経営の改善

道徳科時間割の掲示
授業参観の様子



（３）道徳参観日を活用した授業改善
・ペア学年での模擬授業
（発問の検討を中心に）
・実施後の振り返り

道徳参観日の様子
ペア学年での模擬授業

（４）環境整備 ①教材の整備
・場面絵等
・掲示物データ（めあて・発問等）の作成

学期ごとの引き出しに整理 データ化（編集のしやすさ）

（４）環境整備
②道徳コーナー（児童生徒向け掲示板）の整備
・道徳科の学びを生かす
（児童生徒）
・児童生徒を認め、励ます
（教職員）

児童生徒向け道徳コーナー

成果と今後に向けて

○成果
・教師の発問づくりに係る意識の変化
・事前協議による授業の質の向上

○今後に向けて
・児童生徒の内面の力の見取り（指導と評価の一体化）
・他教科と関連付けた指導の充実、発達段階に応じた指導
（カリキュラム・マネジメント）



主題・教材解釈から
始める道徳科の授業

江田島市立三高中学校区
道徳推進リーダー教師 久保翔太郎

１．研究の概要

２．教材解釈シートの活用

３．今後に向けて

実践報告の流れ

研究の概要（三高中学校区の現状・課題）

○自分自身で考え行動する力が十分ではない

○他者や集団等での関わり（卒業後の戸惑い）

小中合同あいさつ運動

良さ

課題

園小中運動会

○素直で優しい
○一生懸命取り組む

研究主題
「主体的に学び、協働する児童生徒の育成」

～小中９年間の系統的な道徳科の授業づくりを通して～

研究内容

○自分との関わりにおいて、多面的・多角的に考える発問の工夫

○ICTの効果的な活用による指導方法の工夫

○児童生徒の実態、興味・関心を踏まえた教材解釈シートの活用

研究の概要



教材解釈シートの活用（教師の指導の意図の明確化）

内容項目

児童生徒
の実態

教材

○主題について学びを深めていくために

→内容項目に係る発達段階の把握

→児童生徒の実態把握

→教材の活用
（発問、思考ツール、切り返し）

教材解釈シートの活用（シートを活用した打ち合わせ）

内容項目
の大切さ

それでも
なおの大切さ

誰にでも
ある弱さ

主題を学ぶ意義の検討→教師の指導の意図の明確化

小学校

教材解釈シートの活用（江田島市道徳教育推進協議会）

中学校

○教材解釈シートの事前配付→協議の活性化

主題名：「よく考えて行動する」
内容項目：Ａ－(３)節度、節制
教材名：ぼくを動かすコントローラー

他の先生方と話して(他者理解)自分なりに考えて(自己理解)

・自分を律する。
・節度ある生活
・常識のある行動
・自分の中の線引き

・規則正しい生活を送る。
・先のことをよく考えて
・自分の健康や安全は自分で気
を付ける。

・人間関係でトラブルを起こさ
ない

①この内容項目
の大切さ

※それはなぜ大切なの
でしょう。

価値理解

・コントロールできない。
・流されてしまう。
・欲求が勝ってしまう。
・後のことを考えない。

・誘惑に負ける。
・周囲に流される。
・つい気がゆるむ(甘さ)。

②この内容項目
の難しさ

※いつでもできますか。
誰に対してもできます
か。

人間理解

・結局自分が困る。
・大事な時に力が出せない。
・自分の健康や安全を守る。
・先の見通し
・信頼

・コントロールするのは自分
・他人に心配や迷惑をかけない。
・自分の弱さに気づく。

③それでもなお
 の大切さ
※難しさを越えて大切
にしたいのはなぜで
しょう。

人間理解
(弱さを乗り越えてよ
りよく生きようとする
強さ)
深まった価値観
(新たな気づき)

教材解釈シートの活用（道徳教育推進協議会、公開研究会）
内容項目
の大切さ 発達段階の整理



主題名：「よく考えて行動する」
内容項目：Ａ－(３)節度、節制
教材名：ぼくを動かすコントローラー

教材解釈シートの活用（道徳教育推進協議会、公開研究会）

発達段階の整理

中学年のキーワード：自分で

自分で考え判断する難しさや大切さ

天国と地獄の分かれ目

主題名：責任ある言動
内容項目：Ａ－（１）自主・自律・自由と責任
教材名：ネット将棋

他の先生方と話して(他者理解)自分なりに考えて(自己理解)

・信頼関係を築くために必要なもの
・認める。
・人として、モラル、自分の軸のブ
レからの逃避

・目の前にいない人に敬意を
払う。
・逃げないこと
・自分で判断し行動できない
と生きていけない。

①この内容項目
の大切さ

※それはなぜ大切なの
でしょう。

価値理解

・プライド=負けないこと
・周りの環境によって、自分の軸が
ずれる。

・失敗をしたくない。
・人のせいにした方が楽
・逃げた方が楽

②この内容項目
の難しさ

※いつでもできますか。
誰に対してもできます
か。

人間理解

・相手を大切に→自己の向上
・自分がよりよく生きるため
・その場をしのいでも、自分の成長
につながらない。

・言動を受け入れる。
・自分に責任をもって、さっ
ぱりと生きる。
・自分の成長、相手との信頼

③それでもなお
 の大切さ
※難しさを越えて大切
にしたいのはなぜで
しょう。

人間理解
(弱さを乗り越えてよ
りよく生きようとする
強さ)
深まった価値観
(新たな気づき)

教材解釈シートの活用（道徳教育推進協議会、公開研究会）

主題を学ぶ意義

教材解釈シートの活用（小中合同研修会）
主題名：責任ある言動
内容項目：Ａ－（１）自主・自律・自由と責任
教材名：ネット将棋

プラスの道徳にしたい

キーワード：自分の成長

教材解釈シートの活用（大学院教授からの指導）

キーワード
「主人公は何に気づき始めたか」

プラスの道徳にしたい

キーワード：自分の成長
主題名：責任ある言動
内容項目：Ａ－（１）自主・自律・自由と責任
教材名：ネット将棋



主題名：責任ある言動
内容項目：Ａ－（１）自主・自律・自由と責任
教材名：ネット将棋

教材解釈シートの活用（道徳教育推進協議会、公開研究会）

主人公は何に気づき始めたか

プラスの道徳にしたい

キーワード：自分の成長

言動と責任について、
自ら振り返られているか
（自分との関わりで考える）

切り返し：ぼくのいいところってなんだろう。

→多面的・多角的に考えさせるための少数意見の活用、

切り返しができる。

○複数人の教師で協議することで、道徳教育を推進しよう

とする風土ができる。

○主題、内容項目、道徳的価値について、授業者の見方が広がる。

教材解釈シートの活用（意義のまとめ）

今後に向けて

○教材解釈シートを活用した校内研修の充実

○主体的・協働的な深い学びの実践の継続

○Ｔ１とＴ２で協力して授業を実施

事業終了後も継続して取り組む！



令和5年度第2回広島県道徳教育研究協議会
「道徳教育の要としての道徳科の指導の充実に向けて」
第２分科会「カリキュラム・マネジメントの観点からの工夫」 実践報告

教育資源の活用と
組織的な取組の充実

報告の流れ
① 研究の概要

② 道徳学習プログラム

・ねらい

・事例 ～全校登校『命の日』～

① 研究の概要

研究主題

出会いやかかわりの中で

「自己肯定感」を育成する授業づくり

～教育活動全体を通じて行う道徳教育の推進を通して～

① 研究の概要
検証指標（自己肯定感）

〇 年2回の実態調査



② 道徳学習プログラム
ねらい

①共通認識をもった実践

②各教科等の特性に応じた

指導の充実

③道徳科の役割、内容の

焦点化

② 道徳学習プログラム
ねらい ①共通認識をもった実践

② 道徳学習プログラム
ねらい ②各教科等の特性に応じた指導の充実

② 道徳学習プログラム
ねらい ③道徳科の役割、内容の焦点化

広島県教育委員会「新改訂版 道徳教育改善・充実のための道徳教育研修ハンドブック」（令和３年３⽉）



② 道徳学習プログラム
～全校登校日 『命の日』（平和学習）～

読み聞かせ「ヒロシマ消えた家族」 道徳科「あれは77年前の私」

② 道徳学習プログラム
～全校登校日 『命の日』（平和学習）～

本時のテーマ

平和な日常に感謝するとともに、生命の尊さについて考えよう。

生徒の

振り返り①

生徒の振り返り②



海田中学校 全校生徒の平和への思い

② 道徳学習プログラム
～全校登校日 『命の日』（平和学習）～



令和5年度第2回広島県道徳教育研究協議会
「道徳教育の要としての道徳科の指導の充実に向けて」
第２分科会「カリキュラム・マネジメントの観点からの工夫」 実践報告

教育資源の活用と
組織的な取組の充実



道徳性を育む
カリキュラム・マネジメントの実際

課題と目的

学校教育全体を俯瞰した
学習プログラムデザイン

【令和5年度 研究主題】
自己の生き方についての考えを深め、
よりよく生きようとする児童生徒の育成
－道徳科と他教科等との繋がりに着目して―

カリキュラム・マネジメントの
側面の1つ「教科横断的な視点」を

研究の中核

令和５年度道徳教育推進拠点地域（中⼼校︓熊野第⼆⼩学校）



Ⅰ(1) 主題設定の理由

令和４年度 研究主題

自己をみつめ、他者とともに、
よりよく生きようとする児童の育成
－「対話」を通して考えを深める道徳科の授業の工夫－

対話場面設定の工夫

道徳科を中⼼とした
カリキュラム・マネジメント

令和３・４年度道徳教育推進拠点地域（中⼼校︓熊野東中学校）

Ⅰ(1)  主題設定の理由

設問1：人の気持ちがわかる人になりたいと思う。

設問2：道徳科の授業では、友達と話し合うなどして、

自分の考えを深めたり、広げたりしている。

60%

88%

35%

9%

4%

2%

1%

1%

(R4)設問2

(R4)設問1

児童のアンケート結果（令和４年度１⽉）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

肯定的評価 97％

肯定的評価 95％

Ⅰ(1) 主題設定の理由

設問1：人の気持ちがわかる人になりたいと思う。

設問2：道徳科の授業では、友達と話し合うなどして、

自分の考えを深めたり、広げたりしている。

60%

88%

35%

9%

4%

2%

1%

1%

(R4)設問2

(R4)設問1

児童のアンケート結果（令和4年度1⽉）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない
どちらの項目も、「そ
う思う」と回答した
児童の割合が増加。

Ⅰ(1) 主題設定の理由

設問3：道徳科の授業では、自分のことを振り返りながら考えている。

設問4：道徳科の授業で勉強したことを、自分の生活に生かしている。

設問5：自分のよさが、まわりの人からみとめられていると思う。

26%

40%

54%

53%

43%

40%

11%

11%

4%

10%

6%

2%

(R4)設問5

(R4)設問4

(R4)設問3

児童のアンケート結果（令和4年度1⽉）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

肯定的評価 94％

肯定的評価 83％

肯定的評価 79％



Ⅰ(1) 主題設定の理由

設問3：道徳科の授業では、自分のことを振り返りながら考えている

設問4：道徳科の授業で勉強したことを、自分の生活に生かしている

設問5：自分のよさが、まわりの人からみとめられていると思うで19

26%

40%

54%

53%

43%

40%

11%

11%

4%

10%

6%

2%

(R4)設問5

(R4)設問4

(R4)設問3

児童のアンケート結果（令和4年度1⽉）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

「そう思う」と
回答した児童の
割合が低い

Ⅰ(1) 主題設定の理由

【要因】
＜道徳科の授業づくりで十分でなかったこと＞
・児童が自分と関わらせながら考えること
・道徳科の学習と生活との関わりを意識すること

＜教育活動全体で十分でなかったこと＞
・自分自身の個性や目指す生き方を自覚し、
それらを発揮したり認め合ったりすること

設問3：道徳科の授業では、自分のことを振り返りながら考えている。

設問4：道徳科の授業で勉強したことを、自分の生活に生かしている。

設問5：自分のよさが、まわりの人からみとめられていると思う。で19

Ⅰ(1) 主題設定の理由

課題と目的

学校教育全体を俯瞰した
学習プログラムデザイン

道徳科の
授業の充実【令和5年度 研究主題】

自己の生き方についての考えを深め、
よりよく生きようとする児童生徒の育成
－道徳科と他教科等との繋がりに着目して―

道徳科の充実



Ⅰ(2) 道徳学習プログラム（改善点）

課題と目的

【今年度の改善点】
・児童と共有できるシート
→学級全体で価値を共有する
活動の設定

道徳科と他の教育活動の
繋がりを強める。

Ⅰ(2) 道徳学習プログラム（掲示と配付）

課題と目的

拡大版を
教室に掲示

児童用
ワークシート

Ⅰ(2) 道徳学習プログラム（手順）

課題と目的

単元の学習とプログラムを通して考える
問いをかかわらせての振り返りの記述

児童の記述から主だった
ものを記述、全体共有

Ⅰ(2) 道徳学習プログラム（目的）

課題と目的

多面的・多角的に
考えを深めていく。

道徳科と他の教育活動の
繋がりの意識向上



Ⅰ(2) 道徳学習プログラム（連携校での実践）

熊野第四⼩学校 熊野東中学校

Ⅰ(2) 道徳学習プログラム（各校の資源を活用したプログラム）
熊野第⼆⼩学校

熊野東中学校熊野第四⼩学校

卒業生のビデオメッセージ 特産品の修学旅⾏販売

地域のスーパーや図書館の活用

Ⅱ結果と考察

課題と目的

検証の視点
①児童生徒は、自己の生き方について考えを深める
ことができたか。

②教師の主題解釈や発問の工夫は、自己の生き方に
ついて考えを深める児童生徒の育成に有効だった
か。

③自己の生き方について考えを深め、よりよく生
きようとする児童生徒を育成することができたか。

④道徳学習プログラム（かがやきチャレンジプログ
ラム）の活用は、自己の生き方について考えを深
め、よりよく生きようとする児童生徒の育成に有
効だったか。



Ⅱ結果と考察

課題と目的

検証の視点
①児童生徒は、自己の生き方について考えを深める
ことができたか。

②教師の主題解釈や発問の工夫は、自己の生き方に
ついて考えを深める児童生徒の育成に有効だった
か。

③自己の生き方について考えを深め、よりよく生
きようとする児童生徒を育成することができたか。

④道徳学習プログラム（かがやきチャレンジプログ
ラム）の活用は、自己の生き方について考えを深
め、よりよく生きようとする児童生徒の育成に有
効だったか。

アンケート

抽出児童⾏動観察

記述

Ⅱ結果と考察（アンケート）

45%

35%

35%

58%

45%

44%

29%

33%

8%

16%

26%

3%

3%

5%

9%

6%

(12月)4~6年

(5月)4~6年

(12月)1~3年

(5月)1~3年

学年別児童のアンケート結果（令和5年度）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

設問：道徳科の授業で勉強したことを、自分の生活に

いかしている。

【結果・分析】肯定的評価…下学年は減少、上学年は増加

→生活へ生かすことへの意識をもち始めたが、低学年は

メタ認知が難しく、生かせている実感が持ちにくい。

Ⅱ結果と考察（アンケート）

設問：児童生徒が道徳科の授業で勉強したことを自分の

生活にいかしている。

8%

9%

84%

82%

8%

9%

0%

0%

12月

5月

教師のアンケート結果（令和5年度）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

【今後にむけて】

教師が様々な場面で道徳的価値が実現される児童の姿を

プラスの視点で見取り、評価し、指導にいかしていくことが必要

肯定的評価は９０％以上

内容項目「親切、思いやり」

課題と目的

C児B児A児単元名等
友達の発言の揚げ足を取る場面があ
る。その一方で、友達の良さを⾒つ
けて発表することも度々⾒られた
（下線⑥）。

時と場を考えず、大声で独り言を話
す場面があり、周囲から注意される
こともあるが、毎日、友達に感謝の
言葉を伝えていた（下線③）。

いつも、友達の良かったところを⾒
付けて感謝の言葉を伝えることがで
き、「思いやり」をもって友達と接
する姿が⾒られる。

学級活動
「5年１組の
取組」

友達のベットメイキングを手伝う姿
（下線⑦）が⾒られた。

「キャンプファイヤー」の司会を務
めた際、もう一人の司会者のペース
に合わせて進⾏することができた
（下線④）。野外炊事やカッター研
修においても、周囲を気遣いながら
活動する姿が⾒られた。

時間を意識して班員に声をかけ、率
先して助けようとする姿（下線①）
が⾒られた。

野外活動

カレー作りを通して父子の絆が深ま
る場面で、互いに思いやる気持ちが
嬉しいと発言していた。

父と子が一緒にカレーを作る場面に
思いやりの良さを感じていた。

父が子を思う優しさに感動していた。
親の子に対する思いは、自分が考え
ているより深いことに気付いた。

国語
「カレーライ
ス」

「自分のことはまあまあ好き」と回
答。「大好き」ではない理由は、勉
強が思うようにできないためなど。
ノートには、思いやりが大切と書く
が、グループでの話し合い中に、友
達の話の腰を折るような発言が一部
⾒られた。

「自分のことはまあまあ好き」と回
答。「大好き」ではない理由は、特
定の友達とよくケンカになるため。
友達との関係を改善し、思いやりを
もって接していきたい（下線⑤）と
発言した。

「自分のことはまあまあ好き」と回
答。「大好き」ではない理由が判然
としない。もし、悩んでいる友達が
いれば、親身に接していきたい（下
線②）と発言した。

保健
「こころの健
康」

班員に声をかけ、率先
して助けようとする。

相手のペースに
合わせて進⾏する。

思いやりを
もって接し
ていきたい。

Ⅱ結果と考察（抽出児童⾏動観察…教師の⾒取り）



課題と目的

C児B児A児単元名等
「ありがとうの木」を書き始めて、当
たり前だと思っていたことが当たり前
では無いことに気付いた（下線⑩）し、
感謝の気持ちを伝えたり伝えてもらっ
たりして嬉しい気持ちになるのでずっ
と続けていきたいです。

「ありがとうの木」では、友達がどれ
だけ人に感謝や思いやりをもっている
かが分かり、書いた方も嬉しいし、書
かれた方も嬉しいことが分かりました。
「絆の貯⾦箱」では、友達の良い所や
すごい所を言うのがいいと思いました。
友達を先に⾏かせてあげるなどの思い
やりが発生しています。思いやりの大
切さに気付きました。

「ありがとうの木」で、たくさん「あ
りがとう︕」と言ってもらえてとても
嬉しかったし、「ありがとうの木」で、
私の気付かなかったすごい所を⾒付け
てもらえたので、思いやりは大切だと
思いました。

学級活動
「5年１組の取
組」

シーツを敷く時、みんなを手伝ってあ
げたり手伝ってもらったりすると早く
終われた（下線⑪）し、野外炊事でみ
んなが役割を分担したら美味しいご飯
が作れたので親切は大切。

友達と協⼒して活動することの良さが
分かりました。カッター研修ではみん
なと声を合わせて協⼒して漕ぎました。
シーツを友達と協⼒して畳みました。
研修室の使われていない椅子を自分か
ら片付けることができました。

他の人のシーツを一緒に畳んだり、野
外炊事で⾷材を切るのを手伝うと、そ
の人が助かるし早く終わるので、親切
は大切（下線⑧）だと思いました。

野外活動

この物語では、お父さんが風邪をひい
たときに「何か作るよ。ぼく作るか
ら。」と言っていたので思い合ってい
るので、僕もこんな人になれるように
親切にしたいです。

お父さんが一緒に料理をしているとこ
ろが思いやりだなと思いました。理由
は、最初けんかをしていたけれど、仲
良く作っていたからです。

お父さんはひろしのために目玉焼きを
作ってあげていて、思いやりをもって
いたし、ひろしもお父さんのためにカ
レーを作ってあげて、お互い思いやっ
ていて仲良くなったから、（思いやり
は）大切（下線⑨）と思った。

国語
「カレーライ
ス」

友達が悩んでいたり困っていたりした
ら、相談したり悩みを聞いてあげたり
できるから親切は大事。

友達に何かあった時は、しっかり話を
聞いて相談にのってあげる。だから親
切にすることと思いやることは大切だ
と思いました。

友達が悩んでいる時に、すぐに相談に
のってあげて、その友達の悩みが解決
できるようにしたいです。そうすると、
良い気持ちになるので大切だと思った。

保健
「こころの健
康」

思いやりは仲の良
さに繋がる。

当たり前ではなく、
思いやりを受けていた。

親切は協⼒に
繋がる。

Ⅱ結果と考察（抽出児童⾏動観察…児童の記述） Ⅱ結果と考察

課題と目的

【⾏動観察/かがやきチャレンジプログラムの記述】
〇道徳的⾏為が実践される姿
〇道徳的価値への理解を深めている姿

かがやきチャレンジプログラムの
有効性を示唆

Ⅱ結果と考察

課題と目的

【⾏動観察/かがやきチャレンジプログラムの記述】
〇道徳的⾏為が実践される姿
〇道徳的価値への理解を深めている姿

かがやきチャレンジプログラムの
有効性を示唆

〇かがやきチャレンジプログラムの
改善・継続的な実施をしていくこと



Ⅲ 改善の営み（プログラムの⾒直し）

12⽉校内研修

【改善・作成ポイント】
〇専科との関わりを含めた内容の⾒直し
〇順番
〇単元（教科）ごとの問いの整理
〇評価場面の焦点化

多くの教職員の共通認識と指導

道徳科の前の体験
→道徳科の授業の深まり、生活との繋がり

Ⅲ 改善の営み（プログラムの⾒直し）

Ⅲ 改善の営み（プログラムの⾒直し）

【改善・作成ポイント】
〇専科との関わりを含めた内容の⾒直し
〇順番
〇単元（教科）ごとの問いの整理
〇評価場面の焦点化

内容項目に関わる道徳的実践がこの
場面で（このように）表れるかも…。

Ⅲ 改善の営み（型の改善）

「（内容項目）について考えよう」
→学習課題を明記

単元ごとに振り返る問いを
あらかじめ設定

「きまりや約束はなぜ大切なのだろうか」
→道徳的諸価値の理解を深めていく問い（what,why,how）



Ⅲ 改善の営み（型の改善）

評価場面の焦点化

現在の担任（評価者）
が、メモを残しておく。

Ⅲ 改善の営み（型の改善）

自⽴活動、生
活単元学習を
位置付けたプ
ログラム案

Ⅳ 今後に向けて
令和５年度の課題

〇さらなる発問の工夫
〇かがやきチャレンジプログラムの改善・
継続的な実施

〇道徳科の授業内、および道徳科と
他教科等を繋げる評価

令和6年度研究主題
自己の生き方についての考えを深め、
よりよく生きようとする児童生徒の育成

－繋がりに着目した道徳教育の創造―



Ⅳ 今後に向けて



世羅町立せらにし小学校
道徳教育推進リーダー 重森 恵美子

道徳科を要とした教育活動の推進

～コミュニティ・スクールの活用を通して～

令和5年度第2回広島県道徳教育研究協議会 実践報告

１ 世羅西中学校区の特色

２ 研究の概要

３ 具体的な取組

４ 成果と課題

５ 今後に向けて

中学校生徒会による
学びの７か条（学びのルール）講習会

せらにし小学校 学びの7か条
せらにし小学校 児童会

１ 授業でのあいさつを大切にします。

２ 姿勢を正しくします。

３ 大きい声で返事をします。

４ 話し手の方を向いて話を聞きます。

５ ひじをのばしてしっかりと手をあげます。

６ 忘れ物は、前もって自分から伝えます。

７ 次の授業の準備をしてから休けいします。

せらにし学びの7か条

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

花いっぱいふれあい清掃活動

つばきっこファーム
（いもほり）

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色



研究主題

考える授業を創造し、児童の主体性、表現力を高める

～道徳科における「対話」の充実を通して～

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

研究内容

（１）道徳科における主体的、対話的で
深い学びの実現

（２）道徳科を中心とした
カリキュラム・マネジメントの充実

（３）コミュニティ・スクールを活用した
地域との連携・協働による道徳教育の推進

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度

希望と勇気、努力と強い意志

友情、信頼

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

重点内容項目 学校教育計画

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色



学校評価自己評価表

道徳科の充実（地域教材の作成・活用）

ふるさと学習

コミュニティ・スクールの活用（地域との連携・協働）

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

ふるさと学習

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

ホタル学習（4年）

牧場見学（１年） 福祉体験（３年）公共施設の見学（２年）

みそづくり（５年） 化石掘り（６年）

ふるさと学習

総合的な学習の
時間・生活科

道徳科

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

ふるさと学習（カリキュラムマップの作成、活用）

ホタル祭り（地域教材）

総合的な学習の時間（せらにしの自然を伝えよう）
社会科

（ごみの処理と利用、水はどこから）

ふるさとを大切にするとは、どうすることでしょう。

道徳科

道徳科の充実（地域教材の作成、活用）

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

美波羅川とホタルの生態
ごみの処理、水と環境保全

自
分
と
の
関
わ
り
で
考
え
る



コミュニティ・スクールマップ（一部抜粋）

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

コミュニティ・スクールの活用（地域との連携・協働）

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の役割

法律に基づき教育委員会により任命された委員が、一定の権限を持って、

学校の運営と、そのための支援について協議（熟議）する合議性の機関

【構成委員】
○ 保護者代表（PTA会長）
○ 地域住民の代表（各自治センター長）
○ 学校運営に資する活動を行う者（民生委員 等）
○ 教職員代表（校長、教頭等）

【３つの役割】
１ 校長が作成する学校運営の基本方針を承認すること
２ 学校運営について、教育委員会または校長に意見を

述べること
３ 学校運営等について評価を行うこと

※ 世羅町立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則より

子供の成長を軸に学校と地域が一体となって取り組むための方針や支援・活動等

の内容を定める【頭脳（ブレーン）】

今後に向けて成果と課題具体的な実践研究の概要中学校区の特色

コミュニティ・スクールの活用（地域との連携・協働）

これまでの活動例

部活動サポート
部活動指導、見守り

交流

学習サポート
学習支援、検定試験監督

安全安心サポート
登下校見守り
自転車点検

学校行事サポート
学校行事への協力・参加

地域交流活動への協力・参加

グリーンサポート
花壇・芝生等の環境整備

学校農園整備

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

コミュニティ・スクールの活用（地域との連携・協働）

支援から協働へ
（子供の成長を軸に学校と地域が一体となって活動の内容を定める）

コミュニティ・スクールカレンダーの活用（視覚化、共有、掘り起こし）

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

コミュニティ・スクールの活用（地域との連携・協働）



学習の繋がりの整理
→道徳科のねらいの
明確化

→教師の支援
世羅町様式

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

総合単元的学習プログラム

児童生徒に道徳性を育成するための体験活動は充実している

56%

44%

44%

56%

0

0

0

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

年度初

年度末

教職員アンケート

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

世羅西のよさを実感できる取組ができた

78%

67%

22%

33%

0

0

0

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

年度初

年度末

教職員アンケート

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

78%

70%

17%

24％

3%

5%

2%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

今住んでいる地域が好きだ

年度初

年度末

児童生徒アンケート

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色



48%

43%

33%

38%

13%

13%

6%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

今住んでいる地域のために、地域の行事などに参加している

年度初

年度末

児童生徒アンケート

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

プラスの振り返り、肯定的評価の積み重ね

地域教材・人材活用の改善・充実

ふるさとへの誇りのUP↑

今後に向けて成果と課題具体的な取組研究の概要中学校区の特色

ご清聴

ありがとうございました。



三次市立八次小学校
道徳教育推進リーダー 原 栄美歌

令和５年度 道徳教育推進拠点地域事業（八次中学校区）

児童生徒の心に響く道徳教育の創造
～小中9年間を見通した道徳教育の充実を通して～

八次小学校（中心校） 八次中学校（連携校）

令和５年度 第2回広島県道徳教育研究協議会 実践報告



実践発表の流れ

１．研究の概要

２．具体的な実践(道徳学習プログラム)

３．成果と課題

４．今後に向けて



八次を愛し、自律と貢献の志をもった児童生徒をめざして
～「主体的・対話的で深い学び」のある未来志向の道徳教育の創造～

八次中学校区の研究主題

2

令和４・5年度 道徳教育推進拠点地域事業 指定校

八次小学校（中心校） 八次中学校（連携校）

研究の概要



研究の概要

本校区で目指す児童生徒の姿

主体性、表現力、協働性



今年度の研究推進の柱

（１）児童生徒の発達の段階や特性等を踏まえた、道徳科の授業づくり

（２）児童生徒の道徳性を養う道徳学習プログラムの作成
（カリキュラム・マネジメント）

（３）自他のよさを認め、信頼し合う温かい人間関係の基盤づくり

研究の概要



（１）学校行事と関連付けたプログラム

具体的な取組

（２）生徒会、児童会、地域資源を活用
したプログラム（小中一貫）



（1）学校行事と関連付けたプログラム
具体的な取組

中学校：音楽祭小学校：運動会

〈掲示〉



【道徳科の学びを端的に示した言葉と運動会の写真を児童会スローガンとともに掲示】

見える化・共有

（1）学校行事と関連付けたプログラム
具体的な取組



プログラム作成のきっかけ

地域の方（ゲストティーチャー）のお話から

「あいさつ」から地域を元気にしたい！！

主体性・表現力・協働性の育成
（八次を愛し、自律と貢献の志）

生徒会、児童会を中心とした取組
（小中一貫）（道徳科を要）

（２）生徒会、児童会、地域資源を活用したプログラム（小中一貫）

具体的な取組



周知 改善

（２）生徒会、児童会、地域資源を活用したプログラム（小中一貫）

プログラムの作成過程（８月）

学校長、道徳教育推進教師
方針の協議、決定
取組の具体の検討、プログラムの作成

道徳教育推進教師

小中学校教職員

児童生徒の実態
目的、実践内容、評価（見取り）について

全教職員でつくるプログラム
→主体的な実践へ

具体的な取組



（２）生徒会、児童会、地域資源を活用したプログラム（小中一貫）

プログラムの充実に向けて

具体的な取組

①実態分析

②要となる道徳科の充実

③児童会、生徒会と関連付けた取組（特別活動）

④家庭・地域との連携



0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（中）保護者

生徒

（小）保護者

児童

あいさつをしている

１０％以上の
認識の違い

①実態分析

具体的な取組

アンケート分析の活用
→取組の目的の整理（校長、全教職員）
→取組の方向性の協議（生徒会、児童会）



（２）生徒会、児童会、地域資源を活用したプログラム（小中一貫）

②要となる道徳科の充実

具体的な取組

発達段階に沿った目標の設定



（中学年）人と会ったらすぐにあいさつをする。
⇒相手がうれしくなるようなあいさつをする。（低学年）あいさつを気持ちよくする。暗いあいさ

つだと、「みんながあいさつをしたくないのかな。」
「かなしいな。」と思うから、朝起きたら、元気よくあ
いさつをする。

（高学年）礼儀正しくしていると、印象もいい、自分
も相手もいい気分になる。心を形で、形で心を表す。

（中学生）心からあいさつをすること
で地域が全体の雰囲気もよくなると
思うから、心からのあいさつは大切だ。

（中学生）あいさつをしているけ
れど、笑顔でしていない。自分は、
もう少し声が出る。時と場に応じ
てあいさつをしていく。

（低学年）
気持ちのよいあいさつ

（中学年）
相手に届くあいさつ

（高学年）
心と形

（中学生）
さりげない立ち振る舞いのなかに相手を尊重する。

②要となる道徳科の充実 具体的な取組



中１「半分おとな 半分こども」（礼儀）

中３「電車のなかで」（思いやり・感謝）小６「人間をつくる道ー剣道ー」（礼儀）

小１「どんな あいさつを しますか」（礼儀）

（２）生徒会、児童会、地域資源を活用したプログラム（小中一貫）

②要となる道徳科の充実

具体的な取組



（２）生徒会、児童会、地域資源を活用したプログラム（小中一貫）

③児童会、生徒会と関連付けた取組（特別活動）

具体的な取組

中学校生徒会執行部
（Zoom）

小学校児童会執行部

児童生徒の主体的な取組
→資質能力（主体性・表現力・協働性）の育成

（八次を愛し、自律と貢献の志）

実態の分析・活用（生徒会への提示）

→挨拶の意義（豊かなコミュニケーション）

中学校（％）小学校（％）アンケート項目
保護者
（7月）

生徒
（5月）

保護者
（7月）

児童
（5月）

８２９２８１９３あいさつをしている



具体的な取組

（２）生徒会、児童会、地域資源を活用したプログラム（小中一貫）

③児童会、生徒会と関連付けた取組（特別活動）

後期児童会目標
「あいさつをして笑顔を増やす」
朝から笑顔でスタートでき、
気持ちよく過ごせるからです。
中学校のみなさんと取り組みます。

児童会の取組（小学校）

今月の生活目標
「二人以上に元気よく

あいさつをしよう」



具体的な取組

（２）生徒会、児童会、地域資源を活用したプログラム（小中一貫）

③児童会、生徒会と関連付けた取組（特別活動） 生徒会の取組（中学校）

あいさつをしてもらって、元気が出たよ。
立ち止まって、丁寧にしてくれて気持ちが
伝わってきたよ。



具体的な取組

（２）生徒会、児童会、地域資源を活用したプログラム（小中一貫）

④家庭・地域との連携

学校だよりの活用



具体的な取組

（２）生徒会、児童会、地域資源を活用したプログラム（小中一貫）

④家庭・地域との連携 校内掲示の活用



成果と今後に向けて

・児童生徒の変化（地域・保護者からの声）
→主体性、表現力、協働性の高まり（相手を意識した挨拶）

・児童会、生徒会の主体的な取組、繋がりの育成
→更なる取組への発展性、児童性の資質・能力の育成

・教職員の意識の変化（児童生徒への声かけ）
→道徳科と全教育活動とのつながりの意識

成果



今後に向けて
今後に向けて

道徳教育を通して児童生徒の資質能力の向上に向けて

→中学校区の教職員の指導力の向上を図る
・小中９年間を見通した指導に向けた研修
授業改善の推進

・道徳教育プログラムの改善充実
（地域・保護者の資源の活用）



ご静聴ありがとうございました


